
心の天気図
第９号 令和５年１１月２４日(金)発行

敦賀気比高等学校・同付属中学校 教育相談室

メールアドレス sodan@tsurugakehi.ed.jp

次の一手

この秋、将棋の「王座戦」五番勝負は、挑戦者の藤井聡太棋士がこれまで2勝1敗とし、タイトル
獲得まであと1勝とする中、第4局が10月11日、京都市のホテルで行われた。そして同時に、この
対局は、将棋AI「水匠」による勝率分析がなされていた。

対局は、ともに５時間の持ち時間を使い切った後、互いに「1分将棋」となり、一進一退の攻防が
続いていた。藤井棋士は、122手目にAIが示す候補以外の一手を指したため、勝率がそれまでの
14％から1％にまで下がってしまう。しかし、この手は、そのリスクを負った上で、相手のミスを誘い
出して、一発逆転を狙うものであった。そして、その戦略通り、相手棋士は「１分将棋」の中で追い詰
められ、結果として、勝ち筋とは異なる運命の123手目を指してしまうこととなる。これで、藤井棋士
は、形勢を一気に逆転し、勝率が91％にまで跳ね上がる。そして、そのまま
相手棋士を138手までで投了に追い込んだ。

この対局における“スゴさ”を、将棋AI「水匠」開発者の杉村氏は、語る。
「AIは、棋士が判断を間違えないことを前提にプログラムされているので、
“相手のミスを誘う”という戦略はしない。そういう意味では、今回の藤井
棋士が勝負を決めた一手は、“AIを超えた”と言える。」と。

藤井棋士は、この勝利により、将棋界において、前人未到の「八冠」を達成することになった。

皆さんは、将棋のことを少しはおわかりだろうか。
自分の指した手に相手がどのような手で返してくるかによって、一場面ごとに先読みの応酬となる。
お互いに、百手以上先の指し手を、幾通りも考えて準備はしているものの、
意外な一手がくれば、すべて読み直しとなる。

私たちの日常も、将棋と同じである。
一瞬一瞬、湧き上がる思いや浮かび上がる考えが綿々と連なっていて、

めんめん

あなたが次の一手として何を選択するかにより、次の展開が少しずつ異なってくる。
多くの人が、それぞれ次の一手を選択した結果として、現在の局面ができ上がっている。
一瞬一瞬の相互関係で展開していくその数たるや、あまりにも膨大過ぎて、何手も先のことなど…
ただ、私たちが定石(じょうせき)通りの人であるなら、AI予測は可能である。

人生は、小さな選択の連続である。
「事実は、小説よりも奇なり。」… だから、生き甲斐がある。

い が い

スクールカウンセリングのご案内
１２月は、下記の日程でスクールカウンセリングを行います。
気持ちが少し疲れて、誰かと話をしてみたいと思う人は、担任の先生

あるいは教育相談室まで申し出てください。

第１回 １２日（火） 第２回 １９日（火）

※ スクールカウンセラーの先生のご都合で、日程が変更になることがあります。
あらかじめご了承ください。
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